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1010月月

スポーツの秋
みんなで楽しく
　スポーツの秋を迎え町内の各保育所で運動会が行われました。
　参加した児童は元気いっぱいかけっこやお遊戯を楽しみ、応援す
る家族とともにスポーツの秋を満喫していました。

町木／松 町花／セッコク

今月の主な内容

■平成20年度松島町一般会計決算 4
■シリーズ景観を活かしたまちづくり② 10
■宮城県知事選挙・松島町議会議員選挙日程 15
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瑞
巌
寺
ご
本
尊
が
遷せ

ん

座ざ

健
康
で
長
生
き
を

　

瑞
巌
寺
本
堂
が
九
月
一
日
よ
り
大
修

理
に
入
る
た
め
、
ご
本
尊
の
聖
観
世
音

菩
薩
像
を
仮
本
堂
と
な
る
大
書
院
へ
移

す
遷せ

ん

座ざ

閉
眼
法
要
が
、
八
月
三
十
日
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

九
月
一
日
に
は
ご
本
尊
と
伊
達
政
宗

の
位い

牌は
い

な
ど
を
大
書
院
に
移
し
、
遷せ

ん

座ざ

開
眼
法
要
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
書
院

で
は
よ
り
近
く
で
ご
本
尊
や
伊
達
家
歴

代
の
位
牌
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ

ま
で
土
間
よ
り
先
は
非
公
開
だ
っ
た
国

宝
庫
裏
の
内
部
も
見
学
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
隣
接
す
る
陽
徳
院
で
は
伊

達
政
宗
の
正
室
愛
姫
の
墓
所
「
宝ほ

う

華げ

殿で
ん

」
が
九
月
一
日
よ
り
一
般
公
開
さ

れ
、
た
く
さ
ん
の
観
光
客
が
き
れ
い

に
修
理
さ
れ
た
宝
華
殿
の
見
学
に
訪

れ
て
い
ま
し
た
。

　

瑞
巌
寺
本
堂
の
大
改
修
は
、
平
成
三
十

年
三
月
頃
ま
で
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

▲

八
月
二
十
八
日
に
町
民
を
対
象
と
し
た
陽
徳

院
宝ほ
う

華げ

殿で
ん

の
無
料
公
開
が
行
わ
れ
ま
し
た

▲
瑞
巌
寺
の
ご
本
尊
を
本
堂
か
ら
遷せ
ん

座ざ

す
る

遷
座
閉
眼
法
要

　

平
成
二
十
一
年
度
第
五
十
二
回
松
島

町
敬
老
会
が
九
月
六
日
に
中
央
公
民
館

で
開
催
さ
れ
、
七
十
七
歳
以
上
の
方
、

二
千
七
人
（
男
七
百
四
十
六
人
、
女

千
二
百
六
十
一
人
）
が
祝
福
を
受
け
ま

し
た
。

　

式
典
で
は
大
橋
町
長
が
「
幾
多
の
社

会
情
勢
を
乗
り
越
え
、
町
に
ご
尽
力
を

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
す
ば
ら
し
い
知
恵
を
次
の
世

代
に
引
き
継
い
で
く
だ
さ
い
」
と
式
辞

を
述
べ
ま
し
た
。
町
と
社
会
福
祉
協
議

会
よ
り
代
表
者
へ
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ

た
後
、
出
席
者
を
代
表
し
て
鈴
木
満
雄

さ
ん
（
初
原
）
が
「
二
十
一
世
紀
を
担

う
若
者
た
ち
の
手
本
と
な
る
よ
う
に
心

が
け
た
い
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
式
典
の
後
に
は
、
松
島
町
芸

術
文
化
協
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
民
謡
や

舞
踊
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
で
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
ま
し
た
。

▲

出
席
者
を
代
表
し
て
謝
辞
を
述
べ
る
鈴
木

満
雄
さ
ん
（
初
原
）

▲

約
五
百
人
が
出
席
し
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
ま
し
た
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▲

宮
城
県
の
担
当
者
が
変
更
点
な
ど
を
説
明
し
ま

し
た

▲

意
見
を
出
す
参
加
者

仙
塩
広
域
都
市
計
画

見
直
し
説
明
会
を
開
催

　

九
月
十
五
日
に
仙
塩
広
域
都
市
計
画

及
び
松
島
観
光
都
市
計
画
の
変
更
案
に

関
す
る
説
明
会
が
中
央
公
民
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
昭
和
四
十
五
年
に
指

定
さ
れ
た
松
島
観
光
都
市
計
画
と
し

て
、
松
島
町
と
東
松
島
市
（
旧
鳴
瀬

町
部
分
）
区
域
で
都
市
計
画
の
整
備
や

開
発
、
保
全
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
市
町
村
合
併
で
一
つ

の
町
に
二
つ
の
都
市
計
画
区
域
が
ま
た

が
っ
た
り
、
松
島
町
か
ら
の
通
勤
・
通

学
や
商
圏
な
ど
の
日
常
生
活
圏
が
仙
台

圏
と
一
体
性
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
仙

塩
広
域
都
市
計
画
（
仙
台
市
、塩
釜
市
、

名
取
市
・
多
賀
城
市
・
岩
沼
市
・
七
ヶ

浜
町
・
利
府
町
・
大
和
町
・
富
谷
町
・

大
衡
村
）
へ
の
編
入
作
業
が
宮
城
県
で

進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

説
明
会
で
は
、
宮
城
県
の
担
当
者
が

編
入
の
理
由
や
変
更
点
な
ど
に
つ
い
て

説
明
を
行
い
、
参
加
者
か
ら
は
「
企
業

誘
致
の
た
め
に
工
業
系
の
用
途
を
実
現

し
て
ほ
し
い
。
松
島
観
光
都
市
計
画
で

な
く
な
り
、
観
光
振
興
が
図
ら
れ
な
く

な
る
こ
と
は
な
い
か
」
な
ど
の
、
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

仙
塩
広
域
都
市
計
画
へ
の
編
入
は
公

聴
会
な
ど
を
経
て
、
平
成
二
十
二
年
五

月
頃
に
完
了
す
る
予
定
で
す
。

健
康
で
生
活
す
る
た
め
に

　

九
月
二
日
か
ら
十
六
日
ま
で
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
ど
ん
ぐ
り
で
総
合
健
康
診

断
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

各
地
区
か
ら
会
場
ま
で
は
送
迎
バ
ス

も
あ
り
、
早
朝
か
ら
た
く
さ
ん
の
町
民

が
訪
れ
、
特
定
健
診
を
は
じ
め
骨
粗

し
ょ
う
症
検
診
、
胃
が
ん
検
診
、
大
腸

が
ん
検
診
な
ど
各
種
検
査
を
次
々
に
受

診
し
て
い
ま
し
た
。

▲

年
に
一
度
の
健
康
診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

健康診査の追加日程のお知らせ
　9月の総合健康診査を受けることができなかった方を対象に、下記のとおり実
施しますので、ぜひ受診してください。
　ご自身の健康状態を確認するために、年に一度の健康診査を受けましょう。
●日時　10月23日（金）午前7時～午前１１時
●場所　保健福祉センター（どんぐり）
●内容

健（検）診 対　　象 健（検）診料金

結核・肺がん検診 結核検診：65歳以上
肺がん検診：40歳以上の方 無料（喀痰検査1,000円）

特定健康診査　※ 40～ 74歳の方 1,300円
お達者健診 75歳以上の方 無　料
青年健康診査 18～ 39歳の方 1,500円

胃がん検診 30歳以上の方 30～ 69歳：1,600円
70歳以上：1,000円

骨粗しょう症健診
（骨量測定）

40・45・50・55・60・65・70
歳の女性
上記以外の40歳以上の方（男性
を含む）

1,000円
1,800円

前立腺がん検診 50歳以上の男性 1,800円

肝炎ウィルス検査 40歳の方、今まで受けたことの
ない方 800円

※特定健康診査を受診される方は、保険証を必ず持参ください。
※ 被用者保険（社会保険・共済等）の被扶養者の方は、保険証のほかに各保険者
から発行された受診券も必要です。健診料金は、受診券に記載された金額にな
ります。
※ 心電図・眼底検査・貧血検査は、医師の判断により実施されます。
　 その他の方は希望により、心電図1,400円、眼底検査800円、貧血検査400円で
追加することができます。
※各種健（検）診の問診票のない方は、健診当日に発行いたします。
●問合先　町民福祉課健康長寿班　0355-0703
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　平成20年度の一般会計と特別会計の歳入歳出決算が、9月4日から18日まで開かれた松島町定例議会で認定
されました。
　一般会計の決算額は歳入が53億2,248万円（前年比3億5,575万円の減）、歳出が51億2,074万円（前年比4億
2,912万円の減）となり、歳入歳出差引額から翌年度への繰り越し財源を除いた実質収支は、1億5,826万円と
なりました。

平成20年度の
決算状況を報告します
～自信と誇りの持てる松島のまちづくりに～
■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

　特別会計は、町が特定の事業を行う場合、その事業で得られる収入を財源として支出するために、一般会計とは別に
経理を行う会計のことです。
企業会計とは?
　企業会計は、地方公営企業法の適用を受けて経営している会計のことで、水道事業会計がこれにあたります。

特別会計とは?

一 般 会 計

自動車取得税交付金 32,237,000円 （0.61%）
ゴルフ場利用税交付金 18,763,785円 （0.35%）
国有提供施設等所在市町村助成交付金 16,193,000円 （0.30%）
地方特例交付金 15,727,000円 （0.30%）
財産収入 10,260,629円 （0.19%）
利子割交付金 5,976,000円 （0.11%）
交通安全対策特別交付金 3,212,000円 （0.06%）
配当割交付金 1,412,000円 （0.03%）
寄附金 519,923円 （0.01%）
株式等譲渡所得割交付金 398,000円 （0.01%）

※四捨五入の関係で100％にはなりません。

災害復旧費 0円（0%）
予備費 0円（0%）

町税
1,960,719,553円
（36.84%）

地方交付税
1,672,111,000円
（31.42%）

繰入金
300,699,000円（5.65%）

諸収入
290,403,277円（5.46%）

町債
233,100,000円（4.38%）

県支出金
229,547,434円（4.31%）

国庫支出金
143,491,546円（2.70%）

地方消費税交付金
130,983,000円（2.46%）

使用料及び手数料
91,552,332円（1.72%）

地方譲与税
76,085,000円（1.43%）

繰越金
48,377,626円（0.91%）

分担金及び負担金
40,719,437円（0.77%）

歳入
5,322,488,542円
（100％）

歳出
5,120,741,866円
（100％）

その他　104,699,337円（1.97％）

民生費
1,142,366,882円
22.31%

総務費
887,171,616円
17.33%

公債費
839,172,472円
16.39%

土木費
654,928,601円
12.79%

教育費
518,541,530円
10.13%

衛生費
364,187,663円（7.11%）

消防費
223,877,681円（4.37%）

商工費
168,440,138円（3.29%）

農林水産業費
154,878,591円（3.02%）

議会費
118,541,136円（2.31%）

労働費
48,635,556（0.95%）

▲町制施行80周年記念式典が行われました
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◆町営バス運行事業……………………………………… 27,532千円
◆根廻公会堂耐震補強工事…………………………………8,199千円
◆福祉タクシー等利用助成事業……………………………2,049千円
◆磯崎保育所耐震補強工事…………………………………4,725千円
◆町政施行80周年記念事業補助金 ………………………1,000千円
◆燃油価格高騰対策事業……………………………………1,408千円
◆県営湛水防除事業負担金（幡谷地区） …………………3,780千円
◆外国語併記看板整備工事…………………………………9,436千円
◆仙台・宮城デスティネーションキャンペーン推進協議会負担金 …2,500千円
◆道路新設改良及び舗装工事………………………………8,399千円
◆木造住宅耐震診断助成事業………………………………1,088千円
◆消防団第6分団消防車庫新築工事 …………………… 11,235千円
◆防災マップ作成事業………………………………………2,562千円
◆瑞巌寺本堂他建造物保存修理補助事業…………………3,900千円

平成20年度の主な事業と決算額

各会計歳入歳出決算
会　計　別 歳　　入 歳　　出

国民健康保険特別会計 19億1,366万4,519円 17億6,332万5,032円
老人保健特別会計 2億3,764万1,155円 2億1,859万8,937円
後期高齢者医療特別会計 1億5,273万1,532円 1億4,755万4,814円
介護保険特別会計 10億5,604万877円 10億3,724万8,093円
介護サービス事業特別会計 347万2,773円 336万5,760円
観瀾亭等特別会計 1億1,907万6,822円 1億1,433万4,957円
松島区外区有財産特別会計 179万822円 173万8,180円
下水道事業特別会計 19億3,317万9,829円 19億544万863円
水道事業会計(収益的収入及び支出) 6億6,052万1,462円 5億9,170万7,939円
水道事業会計(資本的収入及び支出) 0円 2億4,955万3,976円

民生費
72,790円 

子どもや高齢者、障害のあ
る人などへの福祉サービス
に使われているお金

土木費
41,731円 

道路や公園の整備など住環
境の整備に使われるお金

公債費
53,471円 

町の借金返済に使われるお
金

総務費
56,529円 

行政の運営や町税の賦課・
徴収・広報の発行などに使
われるお金

教育費
33,041円 

学校、体育施設などの整備
や教育の振興に使われるお
金

衛生費
23,206円 

ごみの収集やリサイクル、
町民の健康増進に使われる
お金

消防費
14,265円 

住民の生命、財産を災害か
ら守るために使われるお金

農林水産業費
9,869円 

農業や水産業の振興、松く
い虫対策に使われるお金

商工費
10,733円 

商工業、観光業の振興、消
費者保護などに使われるお
金

その他
10,652円 
議会費
労働費

※一般会計の各支出額を平成21年3月31日現在の総人口15,694人で算出

一般会計の町民一人あたりの
支出総額は 326,287 円です（人口：15,694人、平成21年3月31日現在）

▲新築された消防団第6分団の消防車庫

▲耐震補強工事を行った根廻分館

（　  ）
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元
手
樽
地
区
で

敬
老
会
を
開
催

　

元
手
樽
地
区
の
敬
老
会
が
、
九
月
十
三
日

に
ひ
だ
ま
り
の
家
で
開
催
さ
れ
、
地
区
内
の

七
十
歳
以
上
の
お
年
寄
り
約
五
十
人
が
出
席

し
、
地
区
の
皆
さ
ん
に
よ
る
手
作
り
料
理
で

も
て
な
し
を
受
け
ま
し
た
。

　

敬
老
会
に
は
、
地
区
の
小
学
生
も
招
待
さ

れ
、
代
表
の
高
橋
華
蓮
さ
ん
（
五
年
）
と
雫

石
敏
也
さ
ん
（
六
年
）
が
「
こ
れ
か
ら
も
元

気
で
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
」
と
作
文
を
披

露
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
踊
り
な
ど
が
披
露
さ
れ
た
ほ
か
、

カ
ラ
オ
ケ
大
会
も
開
催
さ
れ
、
参
加
者
は
和

や
か
に
地
域
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

　

九
月
十
九
日
に
手
樽
の
富
山
観
音
堂
で
、

富
山
観
音
堂
と
仁
王
門
の
修
復
落
慶
法
要
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
式
で
は
、
瑞
巌
寺
の
吉
田

道
彦
住
職
を
は
じ
め
、
全
国
か
ら
約
七
十
人

の
僧
侶
が
参
列
し
読
経
を
あ
げ
、
手
樽
地
区

を
は
じ
め
町
内
外
か
ら
多
く
の
関
係
者
が
出

席
し
て
落
慶
を
祝
い
ま
し
た
。
ま
た
、
吉
田

住
職
が
「
皆
さ
ん
の
や
さ
し
い
心
に
よ
っ
て

す
ば
ら
し
い
観
音
堂
と
仁
王
門
が
修
復
さ
れ

ま
し
た
。
今
後
も
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

挨
拶
し
ま
し
た
。

式
の
後
に
は
、
同
じ
く
修
復
さ
れ
観
音
堂
に

安
置
さ
れ
た
坂
上
田
村
麻
呂
公
と
洞
水
禅
師

の
木
造
な
ど
も
特
別
に
公
開
さ
れ
、
参
列
者

は
熱
心
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

富
山
観
音
堂
と
仁
王
門
な
ど
は
平
成
十
五

年
の
宮
城
県
北
部
連
続
地
震
で
甚
大
な
被
害

を
受
け
ま
し
た
が
、
地
元
の
住
民
が
中
心
と

な
っ
て
復
興
委
員
会
を
設
立
し
、
広
く
支
援

を
呼
び
か
け
、
国
県
補
助
を
受
け
な
が
ら
五

年
の
歳
月
を
か
け
て
修
復
が
実
現
し
ま
し
た
。

　

お
堂
な
ど
の
修
復
と
合
わ
せ
て
、
鐘
楼
堂

や
熊
野
堂
も
再
建
さ
れ
た
ほ
か
、
支
障
木
も

間
伐
さ
れ
境
内
は
見
違
え
る
ほ
ど
明
る
く
な

り
、
訪
れ
る
観
光
客
も
松
島
四
大
観
の
景
色

を
ゆ
っ
く
り
と
堪
能
し
て
い
ま
す
。

親
子
で

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
満
喫

　

九
月
十
二
日
と
十
九
日
に
町
内
の
各
保
育

所
で
運
動
会
が
開
催
さ
れ
、
元
気
な
子
ど
も

た
ち
が
、
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
ス

ポ
ー
ツ
の
秋
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

か
け
っ
こ
や
障
害
物
競
走
、
親
子
で
の
お

遊
戯
な
ど
が
行
わ
れ
、
所
狭
し
と
駆
け
回
る

子
ど
も
た
ち
に
た
く
さ
ん
の
声
援
が
送
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
か
わ
い
い
姿
を
ビ

デ
オ
に
収
め
よ
う
と
、
必
死
に
な
っ
て
撮
影

す
る
保
護
者
の
姿
も
多
く
、
会
場
は
和
や
か

な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

▲子どもたちのかわいい姿に会場は和やかな雰囲気に包
まれていました

▲地域の皆さんから温かい祝福を受けました

▲朱塗りが映える修復された富山観音堂

▲観音堂の中も特別に公開されました

富
山
観
音
堂
・
仁
王
門
修
復
落
慶
式
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社
会
福
祉
協
議
会
へ

◆
み
や
ぎ
生
協
松
島
こ
ー
ぷ
委
員
会
よ
り

 

金
二
万
円

◆
宮
城
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
中
央
ブ
ロ

ッ
ク
連
絡
協
議
会
（
菅
原
裕
行
会
長
）
よ
り

 

金
四
万
四
千
円

◆
佐
藤
た
き
子
さ
ん
（
高
城
）
よ
り

 

ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
他

◆
森
竹
洋
子
さ
ん
（
高
城
）
よ
り

 

手
作
り
お
手
玉
三
十
個

◆
石
川
三
千
孝
さ
ん
（
根
廻
）
よ
り

 

紙
マ
ス
ク
八
千
枚

◆
匿
名
よ
り

 

タ
オ
ル
一
箱

◆
匿
名
よ
り

 

紙
お
む
つ
十
二
袋
他

◆
匿
名
よ
り

 

手
づ
く
り
ひ
ざ
掛
け
八
枚

林
業
経
営
研
究
会
が

宮
城
県
代
表
と
し
て
発
表

　

九
月
三
日
、
四
日
の
二
日
間
、
青
森
県
で

行
わ
れ
た
北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
平
成

二
十
一
年
度
林
業
グ
ル
ー
プ
コ
ン
ク
ー
ル
に
、

宮
城
県
代
表
と
し
て
松
島
町
林
業
経
営
研
究

会
が
参
加
し
、
活
動
内
容
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

松
島
町
林
業
経
営
研
究
会
の
皆
さ
ん
は

「
多
様
な
森
林
の
活
用
を
目
指
し
て

─

ミ
ズ

キ
林
と
歩
ん
だ
二
十
年

─

」
と
題
し
て
、
設

立
当
時
に
造
林
し
育
て
て
き
た
ミ
ズ
キ
を
、

設
立
二
十
年
を
記
念
し
て
間
伐
し
、
そ
の
ミ

ズ
キ
を
用
い
て
「
こ
け
し
」
づ
く
り
に
取
り

組
ん
だ
り
、
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
づ
く
り
を
通
し

て
子
ど
も
た
ち
へ
の
森
林
教
育
な
ど
を
行
っ

て
い
る
活
動
に
つ
い
て
紹
介
し
、
好
評
を
得

ま
し
た
。

松
島
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

が
優
勝

　

八
月
二
十
三
日
に
多
賀
城
市
総
合
体
育
館

で
開
催
さ
れ
た
第
四
十
九
回
宮
城
郡
地
区
一

市
三
町
剣
道
大
会
で
松
島
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
が
八
年
ぶ
り
に
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

幼
稚
園
か
ら
一
般
ま
で
団
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
第
五
小
学
校
体
育
館
で
毎
週
土
曜
日

午
後
五
時
三
十
分
よ
り
練
習
し
て
い
ま
す
。

見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
。

米
寿
お
め
で
と
う

（
九
月
の
敬
老
祝
い
金
贈
呈
者
）

◆
鹿
野
ツ
ト
ミ
さ
ん
（
高
城
）

◆
早
坂
正
夫
さ
ん
（
磯
崎
）

◆
安
部
哲
也
さ
ん
（
手
樽
）

◆
大
山
小
春
さ
ん
（
手
樽
）

◆
佐
々
く
に
子
さ
ん
（
上
竹
谷
）

◆
岡
部
勝
雄
さ
ん
（
根
廻
）

寄
付
・
寄
贈

各
小
・
中
学
校
へ

◆
塩
釜
地
区
自
動
車
協
会
よ
り

 

黄
色
ジ
ャ
ン
パ
ー　

三
枚
ず
つ

●問合先　宮城中央森林組合　
☎362-3640

▲8年ぶりの優勝に輝いた松島剣道スポーツ
少年団と松島町剣道連盟の皆さん

街角スナップ

夏休みの工作で大作を完成！

小
学
生
の
部

団
体
戦　

優
勝　

松
島
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

個
人
戦　

優
勝　

松
崎　

峻
さ
ん
（
二
小
）

　
　
　
　

第
三
位　

高
橋
志
帆
さ
ん
（
一
小
）

一
般
の
部

団
体
戦　

準
優
勝　

松
島
町
剣
道
連
盟

個
人
戦
準　

優
勝　

櫻
井　

博
樹
さ
ん
（
松 

島
）

　
　
　
　
　

第
三
位　

阿
部　

翼
さ
ん
（
下
竹
谷
）

　松島第二小学校の山形一太さん（３年）が夏休み
の工作で段ボールの特急列車東北縦貫号を製作しま
した。ハンドルやレバーはすべて稼働、スイッチを
入れるとライトが光り、足下のペダルを踏むと汽笛
も鳴る大作です。学校では電気の勉強をしていない
ので、お父さんのアドバイスだけで、20日間をか
けて最後まで自分一人で作ったそうです。
　「一番難しかったのは、列車の正面にカーブを付
けること」と列車が大好な一太さんらしく、細部
にもこだわった作品です。
「来年は列車の信号を作って見たい」とすでに来年
の構想も練っています。

▲宮城県を代表して事例発表をした松島町
林業経営研究会の皆さん



生
涯
学
習

LELELETLEETETTTLETLETLELETLETETT'SSSLET'SLET'Sレッツ

遊
ぼ
う

楽
し
も
う

学
ぼ
う

8

第
三
十
一
回

町
民
文
化
祭

　

町
内
の
個
人
や
サ
ー
ク
ル
で
活

動
さ
れ
て
い
る
方
々
が
一
堂
に
会

し
、
舞
台
や
展
示
作
品
の
発
表
を

行
い
ま
す
。

　

多
く
の
方
に
鑑
賞
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
参
加
者
一
同
趣
向
を

凝
ら
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

● 

期
日　

十
月
三
十
一
日
（
土
）・

十
一
月
一
日
（
日
）

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
主
催　

松
島
町
・
松
島
町
教
育

　

委
員
会

● 

共
催　

松
島
町
芸
術
文
化
協
会

十
月
三
十
一
日
（
土
）

　

開
会
式　

午
前
十
時　

　

舞
台
の
部　

午
前
十
時
三
十
分

　

〜
午
後
三
時
三
十
分

　

展
示
の
部　

午
前
九
時
〜
午
後

　

三
時
三
十
分

十
一
月
一
日
（
日
）

　

舞
台
の
部

　

午
前
十
時
〜
午
後
三
時
三
十
分

　

展
示
の
部

　

午
前
九
時
〜
午
後
三
時
三
十
分

●
問
合
先　

中
央
公
民
館

  

0
3
5
3 

|
3
0
3
0

ま
つ
し
ま
子
ど
も
ア
ー
ト
広
場

町
内
保
育
所
・
幼
稚
園
児
童
の
絵
画
展

●
期
間　

十
月
三
十
一
日
（
土
）

〜
十
一
月
八
日
（
日
）

●
場
所　

中
央
公
民
館　

一
階
ホ

ー
ル

●
問
合
先　

中
央
公
民
館

　

0
３
５
３
|
３
０
３
０

い
き
い
き
子
ど
も
体
験

「
ふ
る
さ
と
歴
史
探
訪
」

　

八
月
十
二
日
に
中
央
公
民
館
主

催
の
「
ふ
る
さ
と
歴
史
探
訪
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
の
名
所
を
巡
り
、
松
島
の
歴

史
を
知
る
こ
と
を
目
的
に
小
学
四
年

生
か
ら
六
年
生
の
児
童
と
保
護
者
が

参
加
し
ま
し
た
。
観
瀾
亭
や
今
年
の

三
月
に
改
修
工
事
が
終
わ
っ
た
富
山

観
音
堂
、
九
月
か
ら
改
修
工
事
の
た

め
拝
観
で
き
な
い
瑞
巌
寺
本
堂
な
ど

を
見
学
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
地
元
に
住
ん
で
い

て
も
見
る
機
会
が
少
な
い
で
す

ね
」
と
話
し
、
親
子
で
ふ
る
さ
と

松
島
の
歴
史
を
再
認
識
し
て
い
ま

し
た
。

松
島
博
物
館
探
訪
第7巻

　

観
瀾
亭
で
は
十
五
夜
の
頃（
今

年
は
十
月
二
日
〜
四
日
）
に
「
月

の
秋 

in 

観
瀾
亭
」（
お
月
見
会
）

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
そ
の
こ
と

に
関
連
し
て
今
回
は
観
瀾
亭
の

歴
史
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
建
物
は
、
文
禄
二
年

（
一
五
九
三
）
に
、
仙
台
藩
祖
政

宗
が
豊
臣
秀
吉
か
ら
伏
見
桃
山

城
の
亭
を
賜
り
、
そ
の
後
江
戸

品
川
の
仙
台
藩
江
戸
屋
敷
に
移

築
し
た
も
の
で
、
政
宗
が
休
憩

所
と
し
て
使
っ
て
い
た
も
の
を

二
代
藩
主
忠
宗
が
全
く
作
り
を

変
え
ず
に
江
戸
か
ら
海
路
で
運

び
現
在
の
場
所
に
建
て
た
も
の

で
す
。
こ
れ
を
「
月
見
御
殿
」

と
称
し
、
そ
の
後
五
代
藩
主
吉

村
が
「
観
瀾
亭
」
と
命
名
し
ま

し
た
。「
観
瀾
」
と
は
さ
ざ
な
み

を
観
る
と
い
う
意
味
で
す
。

　

明
治
に
入
っ
て
荒
廃
し
て
い
ま

し
た
が
、
明
治
九
年（
一
八
七
六
）

の
明
治
天
皇
行
幸
が
決
定
し
た

際
に
修
理
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、明
治
四
十
一
年（
一
九
〇
八
）

に
は
東
宮
の
時
代
の
大
正
天
皇

が
観
瀾
亭
で
休
息
さ
れ
ま
し
た
。

　

観
瀾
亭
は
廃
藩
の
時
に
、
官

有
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
を

明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
に

伊
達
家
が
取
り
戻
し
、
明
治

四
十
五
年
（
一
九
一
二
）
か
ら
宮

城
県
に
使
用
さ
せ
、
昭
和
三
十

年
（
一
九
五
五
）、
伊
達
家
よ
り

松
島
町
に
寄
付
さ
れ
現
在
に
至

り
ま
す
。

観
瀾
亭
の
歴
史

▲昨年の町民文化祭の様子

▲桃山時代より幾多の歴史を乗り越えて現存す
る観瀾亭

▲地元の歴史を再認識しました
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話題の本

「疑心 隠蔽捜査3」
今野　敏　著

　キャリアながら、息子の不祥事
で本庁から所轄署長に降格された
竜崎。雑務に追われるある日、米
大統領訪日の方面警備部長に異例
の抜擢を請ける。テロ情報に緊迫
する最中、竜崎は本来の仕事以外
の悩みを抱えることに…。
　善くも悪くも堅実すぎる性格の
竜崎が、予想外の難事に戸惑う姿
が新たな人間性を垣間見せる。シ
リーズ第3弾。

今月の新刊
「鷺と雪」  北村　薫 著
「プリンセス･トヨトミ」 万城目　学 著
「最初のオトコはたたき台」 
 林　真理子 著
「運命の人（三）」 
 山崎　豊子 著
「チャイルド44（上･下） 」 
 トム･ロブ･スミス 著
「子育てハッピーアドバイス小児科の巻」 
 明橋大二 著

おはなし会
●日時･場所
　10月24日（土）　10:30 ～
　2階　集会室にて
　ハロウィンスペシャルです！
　お楽しみに♪
　10月末に秋のブックラリーが
　始まるよ！

図　書　室
■平　日　9:00 ～ 17:00
■土・日・祝日 10:00 ～ 16:00
■休館日　月曜日、月曜日が
　　　　　祝日の場合は翌日
■問合先　勤労青少年ホーム
　　　　　☎354-4036

本の宝箱 ふ
れ
あ
い
映
画
教
室
の

ご
案
内

● 

開
催
日
時　

十
月
七
日
（
水
）

午
前
九
時
三
十
分
〜
午
前
十
一

時
三
十
分

●
内
容　

　

①
「
愛
の
黙
示
録
」

　

② 

韓
国
孤
児
た
ち
の
母
に
な
っ

た
日
本
女
性
が
い
た

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
入
場
料　

無
料　

●
問
合
先　

中
央
公
民
館

　

0
3
5
3
|
3
0
3
0

い
き
い
き
子
ど
も
体
験
隊

　

八
月
二
十
一
日
に
中
央
公
民
舘

主
催
の
「
貝
塚
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

が
開
催
さ
れ
、
松
島
町
、
東
松
島

市
、
七
ヶ
浜
町
の
貝
塚
や
歴
史
資

料
館
を
見
学
し
、
縄
文
時
代
の
暮

ら
し
な
ど
を
学
習
し
ま
し
た
。

　

奥
松
島
縄
文
村
で
は
、
勾
玉
作

り
を
体
験
。
参
加
者
は
好
き
な
デ

ザ
イ
ン
に
勾
玉
を
削
っ
た
り
、
色

を
塗
っ
た
り
し
て
自
分
だ
け
の
ネ

ッ
ク
レ
ス
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

品
井
沼
干
拓
資
料
館

開
放
日
の
お
知
ら
せ

　

毎
週
金
曜
日
は
予
約
無
し
で
見

学
で
き
ま
す
。

● 

開
放
時
間　

午
後
一
時
〜
午
後

五
時

● 

問
合
先　

教
育
委
員
会
生
涯
学

習
班　

0
3
5
4
―
5
7
1
4

森
の
そ
ば
打
ち
教
室

　

今
年
も
新
そ
ば
の
季
節
が
近
づ

い
て
き
ま
し
た
。
そ
ば
打
ち
を
学

び
、
香
り
高
い
新
そ
ば
を
味
わ
い

ま
し
ょ
う
。

●
日
時　

十
月
十
七
日
（
土
）

　

午
前
九
時
〜
午
後
〇
時
三
十
分

●
参
加
費 　

千
二
百
円

●
対
象　

 

一
般

●
募
集
人
員　
二
十
人（
要
予
約・先
着
順
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

●
申
込
み

　

 

住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
を
明
記
の
上

F
A
X
で
申
込
み
く
だ
さ
い

●
申
込
期
限

　

十
月
十
日
（
土
）
午
後
四
時

●
主
催  

N
P
O
法
人
ウ
イ
ザ
ス

● 

持
ち
物  

ボ
ウ
ル
（
出
来
る
だ

け
大
き
い
も
の
）、
菜
っ
き
り
包

丁
、
箸
、
エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル

●
申
込
み
・
問
合
先

　

N
P
O
法
人
ウ
イ
ザ
ス

　

0
3
5
3
―
3
9
1
0（
F
A
X
兼
）

第61回松島町成人式
　平成22年1月10日に行う成人式典に向けて、中央公民館では成人者の確
認を進めています。
　町内の小学校・中学校・高校を卒業されて、現在は就学・就労のため町
外在住の方、また、本町から転出予定で成人式典に参加希望の方は中央公
民館までご連絡ください。
　●問合先　中央公民館　0353―3030

成人式 式典
　●日　時　平成22年1月10日（日）午前10時～
　●場　所　中央公民館
　●対　象　平成元年4月2日～
　　　　　　　　　　　平成2年4月2日生まれの方
　●その他　ご案内状は、12月中に送付予定です。
　●問合先　中央公民館
　　　　　　0 353―3030　FAX 353 ー 3032

▲自分だけの勾玉ネックレス作り
などで縄文人のくらしを体験
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【
景
観
計
画
へ
の
必
須
事
項
】

　

景
観
法
で
は
景
観
計
画
に
、「
景

観
計
画
の
区
域
」
と
「
景
観
計
画

区
域
に
お
け
る
良
好
な
景
観
の
形

成
に
関
す
る
方
針
」
を
定
め
る
こ

と
が
必
須
要
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
景
観
形
成
の
基
本
計

画
と
し
て
の
効
力
の
及
ぶ
範
囲
と

大
き
な
方
針
を
定
め
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

さ
ら
に
、
方
針
に
基
づ
い
た
景

観
形
成
の
た
め
に
「
景
観
形
成
の

た
め
の
行
為
の
制
限
に
関
す
る
事

項
」
や
「
重
要
建
造
物
や
重
要
樹

木
の
指
定
の
方
針
」
も
定
め
ま
す
。

【
景
観
計
画
の
区
域
】

　

松
島
町
長
期
総
合
計
画
、
松
島

町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
、

松
島
町
観
光
振
興
計
画
・
寺
町
構

想
等
に
お
い
て
示
さ
れ
て
い
る
景

観
整
備
の
観
点
を
踏
ま
え
て
、
上

位
関
連
計
画
と
の
整
合
性
を
図
り

な
が
ら
、
観
光
地
、
都
市
部
、
農

山
漁
村
部
な
ど
に
お
け
る
良
好
な

景
観
を
形
成
す
る
必
要
が
あ
る
区

域
を
検
討
し
、
景
観
計
画
の
区
域

を
定
め
ま
す
。

【
景
観
計
画
区
域
に
お
け

る
良
好
な
景
観
の
形
成

に
関
す
る
方
針
】

　

松
島
町
は
都
市
計
画
法
に
基
づ

く
都
市
計
画
区
域
に
指
定
さ
れ
、

市
街
化
区
域
の
ほ
ぼ
全
域
が
文
化

財
保
護
法
に
基
づ
く
特
別
名
勝「
松

島
」
の
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

松
島
町
長
期
総
合
計
画
等
の
上

位
関
連
計
画
と
法
規
制
と
の
整
合

性
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
の
景
観

特
性
に
配
慮
し
た
景
観
形
成
の
方

針
を
検
討
し
定
め
ま
す
。

【
良
好
な
景
観
の
形
成
の

た
め
の
行
為
の
制
限
に

関
す
る
事
項
】

　

建
築
物
の
建
築
、
工
作
物
の
建

設
、
開
発
行
為
、
そ
の
他
景
観
形

成
に
支
障
を
及
ぼ
す
恐
れ
の
あ
る

行
為
に
つ
い
て
、
良
好
な
景
観
の

形
成
の
た
め
の
行
為
の
制
限
を
検

討
し
定
め
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
景
観
特
性
に
配

慮
し
、
住
民
と
の
合
意
を
図
り
な

が
ら
、
デ
ザ
イ
ン
、
色
彩
、
高
さ
、

そ
の
他
景
観
形
成
上
必
要
な
基
準

を
検
討
し
定
め
ま
す
。

【
景
観
重
要
建
造
物
又
は

景
観
重
要
樹
木
の
指
定

の
方
針
】

　

景
観
計
画
の
対
象
と
す
る
地
域

に
お
い
て
、
良
好
な
景
観
の
形
成

に
重
要
と
考
え
ら
れ
る
建
造
物
又

は
樹
木
が
あ
る
場
合
に
は
、
景
観

重
要
建
造
物
又
は
景
観
重
要
樹
木

の
指
定
の
方
針
を
検
討
し
定
め
ま

す
。

　

九
月
号
で
は
、
町
が
現
在
進
め
て
い
る
景
観
計
画
の
策
定
作
業

の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

　

今
月
は
、
景
観
計
画
に
必
ず
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
法
定
必

須
事
項
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

景
観
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り 

②

〜
魅
力
あ
る
松
島
の
実
現
に
向
け
て
〜

　

景
観
計
画
に
定
め
る
法
定
必
須
事
項
に
つ
い
て

シ
リ
ー
ズ

必須事項
●景観計画区域
● 景観計画区域における良好な景観の形成に関
する方針
● 良好な景観の形成のための行為の制限に関す
る事項
● 景観重要建造物又は景観重要樹木の指定の方
針（当該景観計画区域内に指定の対象となる
建造物又は樹木がある場合に限る）

景観計画に定める事項（法第8条第2項）

景
観
法
の
対
象
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
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スポーツ振興センター主催教室

まつしまスーパーきっず２
　スポーツに必要な「走る・跳ぶ・泳ぐ」等の動作を楽
しい運動を通して学んでいただく幼児の運動教室です。 
スポーツで元気アップ!!
●実施日　10月15日、22日、11月5日、12日、19日、
　　　　　26日（すべて木曜日）
●時間　午後2時15分～午後3時15分
●対象　5・6歳児（平成15・16年度生まれ）
●定員　12人
●内容　走る・跳ぶ・泳ぐ等をベースとした運動全般
●指導　 町職員　他
●参加料　1人 1,000円（7回分）
●募集受付　10月8日午後3時15分より温水プールにて

開始

　「美遊」ではトレーニングジム利用者講習会を実施しています。
（トレーニングジムを利用するには、講習会の受講が必要です）（高
校生以上） 
10日（土）午後6時30分～、14日（水）午前10時30分～、
15日（木）午後7時～、　　  18日（日）午前10時30分～、
24日（土）午後6時30分～、31日（土）午後1時30分～、

　受付は電話でも仮受付しますが、申請受付は温水プールで直接
行います。
　申請の際は、3カ月以内に写した本人の写真（縦3cm×横
2.5cm）2枚をご持参ください。　
　なお、各時間帯の受講者数はおおむね10人（先着順）です。講
習会時は上靴と運動のできる服装をご持参ください。

　5日（月）、13日（火）、19日（月）、26日（月）

10月のトレーニングジム登録講習会のお知らせ

●日時　10月10日（土） 無料開放・・午前10時～午後9時
　　　　ミニゲームコーナー・・午前10時～正午
●問合先　スポーツ振興センター　☎354－4485

バランスボール運動教室
　バランスボール運動で、楽しく筋力トレーニングやス
トレッチでリフレッシュしませんか。
●実施日　10月28日、11月4日、11日、18日、25日、
　　　　　12月2日、9日(全て水曜日)
●時間　午前10時30分～午前11時30分
●対象　成人一般
●定員　15人
●内容　バランスボールを使用した、筋力トレーニング

やストレッチ等
●指導者　内丸由美子
●参加料　1人　3,000円（7回分）
●募集受付　10月9日午前11時30分より温水プールに

て開始

松島町温水プール美遊各種教室受講者募集

10月の休館日のお知らせ

温水プール「美遊」開館2周年

美遊の日
2周年無料体験教室のお知らせ
○バランスボール運動教室　10月9日（金）　
　午前10時30分～午前11時30分
○まつしまスーパーキッズ２　10月8日（木）
　午後2時15分～午後3時15分
○サーキットトレーニング　10月8日（木）
　午後7時～午後8時
詳しくは温水プール美遊までお問い合わせ
ください。

●温水プール「美遊」開館2周年として「美遊の日」を開催します。
当日は、全館終日無料開放の他、子どものミニゲームコーナー
（無料）等も設けます。ぜひご家族でご来館ください。

　　「運動したい気持ちは山々なんだけど・・・」
そんな方にぜひ、おすすめします。
　「健康の日」をきっかけに、脱メタボを目指して
みませんか？

●日時　10月12日（祝）　午前10時～午前11時30分
●場所　松島町温水プール（美遊）
●内容　水中エアロビクス（水着と水泳帽の用意を
お願いします。）

●申込み　10月9日（金）まで、電話でお申込みく
ださい。

●申込み・問合先　☎355－0703
　保健福祉センター内（健康づくり担当まで）
※来月の「健康の日」は、11月11日（水）です。
11月よりスタジオでボールエクササイズやリズム
体操などを行います。

毎月11日は “健康の日”
健康の日参加者募集
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　定職に就きたい。就職するため
にはどんなことから始めればいい
のだろうか。
　こんな悩みを持っている若者の
ために、自分に向いた仕事探しか
ら職業紹介までを５つのステップ
に分けて支援する「若者向け就職
支援講座」を開催します。
●日時　11月19日（木）、24日（火）、

25日（水）、26日（木）、
27日（金）　午後２時～

●場所　多賀城市市民活動サポー
トセンターほか

●対象者　15歳から35歳までの
多賀城市、塩竃市、松島町、七
ヶ浜町、利府町在住の現在就職
していない方。

●定員　30人
●参加料　無料
●申込期間　10月22日（木）～
　11月12日（木）
●申込み・問合先　産業観光課商
工観光班　☎354-5708

●日時　11月11日（水）、25日（水）
　午前９時～午後４時30分
●場所 マリンゲート塩釜
●受付期間　10月14日（水）～
　11月５日（木）
●定員　60人（定員なりしだい締切）
●申込　塩釜地区管内の各消防署
●受講料金　2,500円
　（テキスト代として申込時支払い）
●問合先　消防事務組合消防本部
予防課　☎361－1617

２等陸・海・空士（男子）
●資格　18歳以上27歳未満の方
●受付期間　通年を通して行って
います。

●試験　受付時にお知らせします。
●問合先　自衛隊宮城地方協力本
部石巻地域事務所
☎0225-83-6789

募　集

賢い消費者になるために　～消費生活ＰＲコーナー～

点 検 商 法
事例　「1,000円で雨どいの掃除をします。ついでに屋根の点検もしますよ」と業者が来訪したので見てもらったとこ

ろ「瓦がズレて、すぐに工事をしないと地震でくずれて大変なことになりますよ」などと、不安をあおられた
ので必要のない高額な工事の契約をしてしまった。

―目的を隠して近づ
き不安を

あおり高額な契約を
急がせる―

○悪質業者は、雨どいの清掃などと言って、住宅リフォーム工事の勧誘であること
を隠して近づきます。

○すぐに工事をしないと危険であるなど不安をあおって高い契約をさせる手口は悪
質業者の常套手段です。

→本当に工事が必要かどうか、知り合いや地元の工務店に相談しましょう。相手の
言いなりになって工事の契約を急がない。

→言いなりになって契約すると、屋根工事、外壁工事、床下工事、風呂工事と次々
契約をさせられることもあります。

→点検商法は、「消火器」「住宅用火災警報器」「浄水器」など、水道局や消防署の職
員を装い、訪問したりします。格好を信用せず、身分証で身元を確認しましょう。

★点検後、修理を契約させ、支払いを急がせる業者には気を付けましょう。修理の
部品代を先に請求され、現金をだまし取られた事例も発生しています。

★突然訪れた業者に不具合を指摘されても、その場ですぐに契約するのはやめましょう。

●相談日　毎週火・木曜日　午前９時～午後４時30分
●相談窓口　産業観光課 商工観光班　消費生活相談員　☎354-5708
※毎月第１火曜日（午前10時～午後３時）は勤労青少年ホームで相談を受けます。

秋の行政相談週間
　10月19日～ 25日の一週間は「春の行政相談週
間」です。
　町には、総務大臣から委嘱された行政相談委員
がいます。
　国、県、市町村や特殊法人などの仕事について
困っていることや要望したいことについて、相談
に応じ、解決や実現の促進を図ります。
　秘密は厳守しますので、お気軽にご相談ください。

●行政相談委員　濵田敏幸
●住所　松島町高城字明神三36 
●電話　0354-2463

▲行政相談委員の濵田（左）さんと
　消費生活相談員の中村さん（右）

若者向け就職支援講座

自衛官募集

危険物取扱者試験準備講習会
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●日時　毎月第２・第４木曜日
　10月８日（木）、10月22日（木）
　午前10時～正午　
●場所　塩釜保健所　
●問合先　塩釜保健所
　☎363-5505

　町税は、便利で忘れない、しかも
安心な口座振替を利用しましょう。
今月の納税
●納期　11月２日（月）
●町県民税　３期
●国民健康保険税　７期
　（普通徴収）
●問合先
　課税については税務班
　☎354-5703
　納付については特別滞納整理室
　☎354-5913

　国民健康保険加入者で今月70歳
以上になる方（10月２日～ 11月１
日生まれ）へ、高齢受給負担割合
が記載された国民健康保険者証
（11月１日から適用）を郵送します。
　なお、現在のお持ちの被保険者
証については、役場町民福祉課国
保窓口に返還してください。
●発送日　10月21日（水）
●問合先　役場町民福祉課
　町民サービス班　☎354-5705

●日時　10月６日（火）、11月10日（火）
　 　　　午前10時～午後３時
●場所　勤労青少年ホーム
●相談担当者　人権擁護委員・行
政相談委員・消費生活相談員
●問合せ　町民福祉課福祉班
☎354-5706、企画調整課まち
づくり支援班　☎354-5809、
産業観光課商工観光班　
☎354-5708

●問合先　建設課施設管理班
　☎354-5715

●日時　10月20（火）、１月19日（火）
●受付時間　午後１時30分～
●対象　松島町在住の妊婦の方　
（対象となる方全員に受診票を
送付）
●健診内容　口腔内診察、ぺリオ
スクリーン検査（歯周病の判定）

　歯みがき指導、妊婦体操など
●費用　無料
●問合先　保健福祉センター
　「どんぐり」　☎355-0703

　80歳になった時に、20本以上
の歯を維持するためには、40歳か
らのケアが大切です。定期検診を
受け、自分のお口の状態を知りま
しょう。
●実施期間：10月１日～ 10月31日
●対象　40歳・50歳・60歳・70
歳の方（対象となる方全員に受
診票を送付）

●受診費用　1,000円
●検診内容　歯の状況調査、歯周
組織検査、結果指導、歯みがき
指導など

●注意事項　この検診には、治療
行為は含まれていません。

　　治療が必要な場合は、後日予
約を取り、受診してください。

●問合先　保健福祉センター
　「どんぐり」　☎355-0703

お知らせ

定額給付金の申請の
受付が終了します
　申請していない方は、お急ぎく
ださい。

申請受付終了日

10月13日（火）

●問合先　定額給付金窓口
　☎354-6116

※受付期間終了後の申請の受付はでき
ませんのでご注意ください。

10月４日（日）泉沢歯科医院 塩釜市泉沢町17-15 ☎363-2306
10月11日（日）川村歯科医院 塩釜市港町2-5-12 ☎362-1516
10月12日（祝）汲川歯科医院 多賀城市高橋5-11-6 ☎368-9745
10月18日（日）広沢歯科医院 利府町しらかし台2-12-2 ☎356-5127
10月25日（日）倉谷歯科医院 多賀城市桜木３丁目-7-42 ☎362-6047
11月 １日（日) 郷家第三歯科医院 塩釜市南町5-10 ☎362-4571
11月３日（祝）成沢歯科医院 多賀城市新田字後12-12 ☎389-1015

歯科休日診療　（受付：午前９時～午後３時）

犬・猫引き取り日

国民健康保険被保険者証兼
高齢受給者証の交付について

納税は口座振替で！

人権なんでも相談・行政相談・消費
生活相談合同相談所

耐震診断は建設課へ

マタニティ歯科健診のお知らせ
～ママと赤ちゃんのための

むし歯予防～

歯周疾患検診のお知らせ



くらしの情報

14

●日時　10月31日（土）～11月29日（日）
　　　　午後5時30分～午後9時
●場所　円通院、瑞巌寺洞窟群、比翼塚・三聖堂、
　　　　天麟院、観瀾亭
●料金　円通院は拝観料500円、他は無料
●問合先　（社）松島観光協会　☎354-2618

松島紅葉ライトアップ

　県内産の農産物や魚介類、物産品などが一堂に会するイベ
ントです。「食材王国みやぎ」が誇るおいしい宮城をまるごと味わ
えます。松島町からはカキや味噌などを出品します。
　ぜひ、ご来場ください。

●日時　10月17日（土）・18日（日）
　　　　午前10時～午後４時
●場所　宮城県庁１階及び県庁前駐車場、
　　　　勾当台公園、市民広場
●主催　みやぎまるごとフェスティバル実行委員会
●問合先　同実行委員会（宮城県食産業振興課）
　　　　　☎211-2815

みやぎまるごとフェスティバル２００９
～届けたい。宮城の真面目と自信作！～

｢飲酒運転  しない  させない　許さない｣
～高齢者に思いやりを～ 宮城陸上競技協会・東日本放送

宮城県警察本部・塩釜警察署･石巻警察署

2009

交通規制ご協力お願い
・期　日　10月11日 (日)

・大会名

・時　間　9:30～13:45

・コース　 

マラソンコース (車両通行禁止)

う 回 路　45号線

三陸自動車道

車輛進入禁止

松
島
海
岸
IC

IC
IC

IC

IC

松
島
大
郷

松
島
北

新 

橋

た
か
ぎ
ま
ち

松
島

磯
崎

三
浦

り
く
ぜ
ん
と
み
や
ま

古
浦

り
く
ぜ
ん
お
お
つ
か

と
う
な

黒門

手樽

てたる

松 島 湾 野
蒜
海
岸

平崎前

鳴
瀬
大
橋

鳴
瀬
大
橋

小野橋

高田

台前

矢
本

鳴
瀬
奥
松
島

仙石線

野蒜

のびる

洲　

崎

松島ハーフマラソン大会事務局　022－215－2545

　１０月１１日（日）に開催される松島ハーフマラソン大会により
中央公民館付近が車両通行止めとなるため、町営バスの発着
所を役場前停留所とし、松島東線第２便は運休としますので、
よろしくお願いします。

●問合先　総務課環境防災班　☎354-5782

町民バスの発着場所の
変更について

第33回松島ハーフマラソン大会
恒例の松島ハーフマラソン大会が開催されます
　全国からランナーが集結し、5km、10km、ハ
ーフマラソンなど9種目で熱い戦いが繰り広げら
れます。
　今年はゲストランナーとして、2003年パリ世界
選手権のマラソンで銅メダルを獲得した千葉真子
さんを迎えます。町民の皆さんの沿道からの温か
い応援をお待ちしています。

●日時　10月11日（日）　午前9時50分スタート
●場所　松島町民グラウンド
●問合先　松島ハーフマラソン大会事務局
　　　　　（東日本放送）　☎215-2545

秋の日本三景を楽しもう！
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　町の新鮮な海の幸、山の幸、加工品等を取
りそろえ、軽トラックで販売しますので、ぜ
ひご来場ください。

●問合先　産業観光課農林水産班
　☎354-5707

　任期満了に伴う知事選挙は、10月8日告示・10月25
日に投票が行われます。

※期日前投票
　仕事、用事、旅行などで投票日に投票所へ行けない方
は期日前投票ができます。

●期間　10月9日（金）～10月24日（土）
●時間　午前8時30分から午後8時まで
●場所　松島町役場 （印鑑は不要です）
　送付の投票所入場券を持参願います。

郵便等による不在者投票ができます。
　郵便等による不在者投票は、お持ちの身体障害者手帳
や戦傷病者手帳、介護保険の被保険者証「要介護5」の
方が認められています。
　なお、投票には「郵便等投票証明書」が必要となりま
すので、該当する方は投票日前に申請をしてください。

●問合先　選挙管理委員会　☎354-5893

宮城県知事選挙
10月25日投票日

松島の新鮮な幸を
松島のマルシェ
─ まつの市開催 ─

　任期満了に伴う松島町議会議員一般選挙を
下記日程にておこないます。

松島町議会議員一般選挙

　町内の農林業、漁業、商工業、観光従事者が一堂に
会し、新鮮な農林水産物や商工業製品の展示、即売を
行います。オープニングは、町内産のもち米でついた
餅まきをします。
　在仙のお笑い芸
人「ニードル」も
来場します。

●問合先　産業観光課農林水産班
　☎354ー5707
出店者募集
●出店料　1ブース　1,000円
●申込期間　10月14日（水）まで
●申込・問合先　産業観光課農林水産班 ☎354ー5707

2009まつしま産業まつり

11月24日（火）　告　示
11月29日（日）　投票日

立候補予定者説明会
●日時　11月2日（月）
　　　　午後2時
●場所　中央公民館（研修室）
　立候補を予定している方は、出席願います。
●問合先　選挙管理委員会　☎354-5893

▲昨年の産業まつりの様子

●日時　10月25日（日）午前9時～正午
●場所　中央公民館駐車場

●日時　11月1日（日）午前9時～午後2時
●場所　町民グラウンド
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離職したときは国民年金の手続きをお忘れなく

仙石線松島海岸・高城町間磯崎こ道橋改築工事
に伴う交通規制のお知らせ

　仙石線松島海岸・高城町間磯崎こ道橋改築工事に伴い、古いこ道橋を徹去し、新しいこ道橋を架け変える工事
を行います。これに伴い、当日は交通規制等を行いますので、迂回等のご協力をお願い致します。
　また、近隣の皆様方には、騒音等でご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

●規制日時　10月17日(土)午後10時～18日(日)午前６時
　　　　　　10月24日(土)午後10時～25日(日)午前６時
　※悪天候等により工事が実施できなかった場合、
　10月31日(土)～ 11月1日(日)の同時間に実施します。

●問合先
　宮城県仙台土木事務所道路管理第一班　☎297-4315
　ＪＲ東日本 東北工事事務所 仙台工事区　☎227-7054
　※仙建工業株式会社 仙台鉄道支店 松島作業所　☎353-8331
　※工事当日の夜間の連絡先は、仙建工業にお願い致します。

　会社をやめたときは国民年金の手続きが必要です。
　20歳から60歳までの間は国民年金の加入が義務付けられています。離職されたときは、第２号被保険者（厚
生年金）から第１号被保険者（国民年金）への変更の届け出が必要となります。また、配偶者を扶養していた
場合は、第３号被保険者（第２号被保険者に扶養されている配偶者）であった方についても、第３号被保険者
から第１号被保険者への変更届出が必要となります。
　国民年金の保険料は定額で月額14,660円（平成21年度）です。手続き後、納付書が送付されますので金融機
関やコンビニエンスストアなどで納付するか、口座振替などの方法を利用してください。

○月々の保険料の納付が難しいときは
　国民年金には、所得が少ないなど保険料を納めることが経済的に困難な場合に、ご本人の申請手続きによって、
保険料の納付が免除される制度があります。
　特に退職（失業）により納付が困難な場合には、特例免除が申請できます。
　免除に該当するには、本人・配偶者・世帯主の前年所得が一定額以下である必要がありますが、退職（失業）
による特例を利用した場合には、離職した方の前年所得は除外されます。
　特例免除は申請する年度又は前年度における退職（失業）が対象となります。
　手続きは、町民福祉課町民サービス班の国民年金の窓口へ、①年金手帳、②認め印（本人が署名する場合不要）、
③雇用保険受給資格者証、または、離職票をご用意して手続きを行ってください。

○免除と未納ではこう違います
・保険料の全額が免除された期間は、将来の老齢年金の年金額に、保険料を納付した場合と比較して２分の１
として計算されます。（これまで３分の１として計算されていましたが、平成21年４月以降の免除期間からは
２分の１として計算されるようになりました。）
・病気や事故で障害が残ったときの障害年金や一家の働き手が亡くなったときの遺族年金など万一の年金請求
の際、免除期間については支給対象の期間とされます。
・10年の間であれば、再就職など資力が回復したときに納めることもできます。
（承認を受けた期間の翌年度から起算して、３年度目以降に納付するときは経過期間に応じて、当時の金額に
加算額が上乗せされます。）
　再就職までの間と思って未納にしておくと、まさかの事故や病気のとき、障害年金や遺族年金の保障が受け
られない可能性もあります。毎月の保険料の納付が難しいときは、まずは免除申請をするようにしましょう。

●問合先　仙台東社会保険事務所　☎257－6115

佐々木酒店 七十七銀行
松島（支）

宮城生協
松島店

松島町役場

松島町中央
公民館

Ａコープ
松島店

高城町

27

仙
石
線

松島郵便局

ＪＡ仙台
松島基幹

たかぎ
薬局
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シルバーだより
会員募集中

　シルバー人材センターは、共に働く高齢者の拠点で
す。
　長年培った知識・経験・技能を活かし、「自主・自立、
共働・共助」の理念のもと、働くことを通じて生きが
いを得るとともに、地域社会に貢献してみませんか。
●問合先
（社）松島町シルバー人材センター
☎353-4505　FAX353-4506

●基 準 日　平成21年10月1日
●対象となる子　平成15年4月2日～平成18年4月1日生まれの子
●手 当 の 額　対象となる子一人につき　36,000円
●申 請 者　対象となる子と同居している世帯主であって、
　　　　　　　　本町の住民基本台帳に記録されている方、
　　　　　　　　または外国人登録原票に登録されている方

～DV被害者の方へ～
　DV（配偶者からの暴力）被害者の方で、支給対象となる子とともに、住民基本台帳または、外国人登録原票
と異なる住所地にお住まいの場合は、平成21年10月1日から平成21年10月31日までの間に、実際にお住ま
いの市町村へ「事前申請書」を提出してください。
※住所等の情報は、他人に漏れることはありません。
●問合先　町民福祉課福祉班　☎354-5706

　国の経済危機対策として、幼児教育期の子育て家庭に対する負担軽減を図るため、今年度に限り手
当の支給が予定されています。
　対象者には、12月中旬に申請書を送付する予定です。

子育て応援特別手当（平成21年度版）のお知らせ

　このマークは、全国のシルバー人材センターで働く高
齢者が広く連携し、誇りを持って共に働き、共に助け合
っていくことをめざして作成したものです。
デザインは、シルバー（Silver）の「Ｓ」とセンター
（Center）の「Ｃ」で飛躍する鳥と、働きだす人の姿を表
現しています。
　毎年10月第３土曜日はシルバーの日です。

シルバー人材センターの
シンボルマーク

景観計画策定に関する説明会の概要
●内容
景観法や景観行政団体、景観計画等の概要、今後のスケジュール等を説明し、景観形成について意見交換を
行います。

●問合先　企画調整課まちづくり支援班　☎354-5809

行政区 月　日 曜日 開始・終了予定 会　　場
上竹谷 10月10日 土 13:30～15:00 上竹谷生活センター
桜渡戸 10月10日 土 16:00～17:30 桜渡戸分館
根廻 10月17日 土 13:30～15:00 根廻分館
初原 10月17日 土 16:00～17:30 初原コミュニティーセンター
手樽 10月17日 土 19:00～20:30 手樽地域交流センター
本郷 10月24日 土 13:30～15:00 明神地区コミュニティー消防センター
北小泉・下竹谷 10月24日 土 16:00～17:30 松島東部地域交流センター
幡谷 10月24日 土 19:00～20:30 品井沼農村環境改善センター
（※松島、高城、磯崎地区は9月26日に開催しました）　※どの地区でも参加できます。
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●日時　10月15日（木）
　午後２時～午後４時
　（受付：午後１時30分～）
●場所　エルパーク仙台
●定員　80人（先着順）
●内容　バレーボール女子Ｖリーグ
　パイオニアレッドウィングス　栄
養トレーナー　山口喜代美さん
による講話、食育の事例発表

●主催　宮城県仙台保健福祉事務所、
宮城県仙台地方振興事務所、宮城
県仙台教育事務所

●申込み・問合先　10月９日（金）
　仙台保健福祉事務所　塩釜支所　
成人・高齢班　☎363-5503

●日時　毎週水・土曜日
　午後７時30分～午後８時30分
●場所　Ｂ＆Ｇ海洋センター
●講師　厚生労働大臣認定健康運動
　指導士　鈴木宣昭
●会費　2,500円
●定員　10人
●申込み・問合先　☎368-7078（鈴木）

●日時　11月１日（日）
　午前９時～午後３時
●場所　宮城刑務所
●内容　宮城刑務所所内見学、受刑
者の食事試食体験、刑務作業体験、
刑務所作業製品展示・即売、ちび
っこ刑務官写真撮影会等
●問合先　法務省仙台矯正管区作業課
　☎286-3715
　宮城刑務所　☎286-3111

－ジュニア部門を新設しました－
●応募規定　
①アマチュアの方が松島町内で撮影
もしくは松島を撮影された作品。

②応募点数　一人２点まで
③撮影は未発表で平成21年１月か
ら平成22年１月まで撮影された
もの。

④サイズは６ツ切り、６ツ切りワイ
ド、Ａ４のいずれか

⑤カメラの種類　フィルムカメラ、
デジタルカメラ、一眼レフ、コン
パクトのいずれでも可。

⑥版権は主催者に帰属し、印刷物や
ＷＥＢ、広告、宣伝等で使用する
場合があります。

⑦応募票を添付し、作品の裏面に氏
名・題名を必ず記入。

⑧肖像権、著作権等については十分
ご注意ください。

⑨ジュニア部門を新設しました。中
学生以下の方が対象です。

●応募受付　①松島町野外活動セン
ター、松島佐藤新聞店へ直接持ち
込み　②郵送（NPO法人ウイザス
宛）　③指定の写真店（小川写真館、
松島観光写真）での受付のいずれか。
●締切　平成22年１月末日。
●主催　NPO法人ウイザス、佐藤
新聞店

●後援　松島町、松島町教育委員会、
河北新報社、松島町商工会青年部

●問合先　NPO法人ウイザス（松島
町野外活動センター内）

　☎353-3910

●内容　語学・会話（ボランティア
ガイドの養成）
●コース　Ａコース：午後１時30分
～午後４時（スペイン語）、Ｂコース：
午後４時～午後５時（韓国語）、Ｃコ
ース：午後５時～午後５時45分（ゲ
ームをしながら英会話）、Ｄコース：
午後６時～午後７時30分（はじめよ
う英会話・基礎英語）、Ｅコース：
午後７時30分～午後９時（すてきに
英語でコミュニケーション）

●場所　勤労青少年ホーム
●日程　10月15日、29日、
　11月12日、26日、12月３日、
　17日、平成22年１月７日、21日、
２月４日、25日、３月11日、25日
●参加費　各回500円
●申込み　不要、当日直接参加
●問合先　郡ひさ子　☎246-3718

　視覚支援学校の教育内容を一般の
方にもご理解いただくために毎年実
施しています。
　興味関心のある方、見えにくさで
悩んでいる方や関係する方々等どな
たでもおいでいただけます。
●日時　10月20日（火）
　午前10時～午後３時
●内容　公開授業、視覚補助具や点
字等の紹介、全盲・弱視体験
●場所　宮城県立視覚支援学校
●申込み・問合先　宮城県立視覚支
援学校　教育支援相談部（担当・千田）
　☎234-6333　

献血は、身近にできるボランティア
～ぜひ献血にご協力お願いします～

●日時　10月７日（水）　午後２時30分～午後４時
●場所　松島病院
●内容　全血献血（400ml・200ml）
●問合先　健康長寿班　☎355－0666

『いのちと献血 俳句コンテスト作品募集中』
　いのちの尊さ、愛、友情、助け合い、感動などについ
て、思うこと、感じたことを俳句で表現し、10月20
日（火）まで、下記へ応募してください。

日本赤十字社 第４回「いのちと献血俳句コンテスト事務局」
（〒353－0001　埼玉県志木市上宗岡３－５－11）

みちのく・みやぎ矯正展

松島を撮ろう　第３回
松島の四季写真コンテスト

宮城県立視覚支援学校
「学校公開」のご案内

松島善意通訳者の会主催講座

ダンベル体操とエアロビクス
サークル会員募集

仙台地域食育推進セミナー
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マタニティ（保健福祉センターどんぐり）
10/5（月）、10/19（月）、11/2（月）
母子健康手帳の交付　　9：30～11：00
（＊上記の日程で都合の悪い方は、事前にご連絡ください。
　 ☎355－0703）

乳幼児健診等（保健福祉センターどんぐり）
10/2（金）　ハイハイ赤ちゃんセミナー（H21.2月～3月生）
 受付　9：30～9：45
10/2（金）　3歳6カ月児健診（H18.3月～4月生）
 受付　12：30～12：45
10/6（火）　1歳6カ月児健診（H20.2月～3月生）
 受付　12：30～12：45
11/4（水）　2歳6カ月児歯科健診（H19. 5月～ 6月生）
 受付　9：30～9：45
 2歳児むし歯予防教室（H19.10月～11月生）
 受付　10：00～10：15
11/5（木）　1歳児パクパク教室
 受付　9：30～9：45（H20.9月～11月生）
11/6（金）　3～4カ月児健診
 受付　12：30～12：45（H21.5月29日生～8月6日生）

健康相談（保健福祉センターどんぐり）
10/5（月）、10/20（火）　どんぐり保健室　9：00～11：30
10/8（木）、10/28（水）　どんぐり保健室　13：30～14：30
血圧測定、尿検査、栄養相談、歯科相談等もできます。お気軽に
ご利用ください。

予防接種（保健福祉センターどんぐり）
【BCG】　10/6（火）　対象　H21.5月5日～7月6日生
　　　　 受付　9：00～9：30

シルバー昼食会
10/6（火）、20（火）　あったか～い（どんぐり1班）
10/8（木）、22（木）　あったか～い（健康館）
10/9（金）、23（金）　あったか～い（品井沼）
10/13（火）、27（火）　あったか～い（どんぐり2班）
10/14（水）、28（水）　あったか～い（公民館）
10/29（木）　あったか～い（ひだまりの家）

健康づくり事業
10/7（水）　献血

10/12（土）　健康の日イベント
10/19（月）　ノルディックウォーキング教室　10：00～11：30
健康増進機器利用講習会　平日（1人30分程度）　＊事前に予
約が必要です。
●問合先　☎355－0703（保健師、栄養士）

機能訓練事業（保健福祉センターどんぐり）
10/16（金）　ぱいんの会 10：00～13：00

その他の事業（保健福祉センターどんぐり）
10/16（金）　いちおし健康塾

電話相談
　保健福祉センターどんぐりでは、電話による各種相談をお
受けしております。
心配なときにご利用ください。FAX相談もお受けしております。
☎355-0666（平日8：30～17：00）
℻  353-3722（平日8：30～17：00）
●健康に関するご相談は･･･
　健康づくり（保健師・栄養士） ☎355-0703
●育児・子どもの発育・発達の不安に関するご相談は･･･
　子育て支援センター  ☎354-6888
●高齢者の介護・生活等に関するご相談は･･･
　地域包括支援センター  ☎354-6525

塩釜保健所での各種相談（予約制）
こころの相談   10/22（木）
アルコール・薬物相談  11/27（金）
ひきこもり・思春期こころの相談 10/7（水）
＊事前に予約が必要です。
性感染症相談　平日（8：30～17：15）
＊電話にて匿名で受け付け、無料で実施します。
HIV抗体・クラミジア抗体検査
10月7日（水）、10月21日（水）
HIV抗体検査は電話予約により匿名で受け付け、原則として
無料です。
骨髄バンク登録受付
10月7日（水）、10月21日（水）　10：00～11：00
●申込み・問合先：
塩釜保健所　母子・障害班  ☎363-5507
塩釜保健所　健康対策班  ☎363-5504
保健福祉センターどんぐり  ☎355-0703（保健師）

はじめましょう！私の健康スタイル　松島町健康プラン⑦＜アルコール対策＞

〈松島町ではこんなことに取り組んでいます〉
１．がん検診や健康教室、イベントの場などにおいて、アルコールと健康に関する正しい知識を普及啓発します。
２．小学校や中学校の総合学習や保健の授業などを活用して出前健康講座を実施し、未成年者への飲酒防止対策を
推進します。
３．多量飲酒の健康影響に関する知識を普及し、アルコール関連問題の早期発見と適切な支援を行います。
４．アルコールをやめたい人や家族に対して相談窓口の情報提供を行うとともに、専門相談機関や医療機関との連
携をとります。

〈スローガン〉
☆ アルコールの健康への影響を正しく知りましょう
☆ 適正な飲酒を心がけましょう
☆ 飲酒のマナーを守りましょう



7月21日は日本三景の日です

　住民の皆さんの利便性を図るため、
各種証明書の発行、公金の収納業務
について、毎週月曜日は午後7時まで
窓口を延長しています。
（ただし、月曜日が祝祭日の場合は
翌日になります）

毎週月曜日は窓口業務を
午後7時まで延長しています

この広報紙は、古紙パルプ配合率100％
の再生紙と植物性大豆油インキを使用
し、環境にやさしい水なし印刷方式を
採用しています。

松島に
活きる

明日に向かってがんばっているみなさんを紹介

松島の伝統こけしをつくり続けて
松島直秀こけし　本村直二郎さん

　本村直二郎さんは松島海岸通り（旧松島交番隣）で
二八屋物産店を営む、キャリア60年のベテランこけし職
人です。
　こけしをつくる道具から手作りで始め、昭和24年に現
在のお店を創業しました。その店の一角にある工房では、
本村さんの実演を見ることができ、その職人技に観光客
も足を止めて見入っています。「こけしを作っていると、
観光客から気さくに声をかけられて楽しいですね」と話
す本村さんは、観光客とのふれ合いを大切にしています。

大人気の絵付け体験教室

　本村さんがつくる「松島直秀こけし」は、女の子の素
直さを独自に表現し、みちのくの子どもの感じをにじみ
出しています。本村さんのこけしに魅せられ、松島に来
た際は必ずよってくれるファンもいるそうです。
　また、体験観光の一環で、こけしの絵付け体験教室を
行っている本村さん。「自分だけのこけしをつくって松島
観光の記念にする人も多いですよ」と話し、これまで絵
付け体験をした観光客の写真が店内に所狭しと飾ってい
ます。

世界にファンを広げて

　最近では、松島町林業経営研究会が20年の歳月をか
けて育てたミズキを使った松島産のこけしの製作も手が
けました。「地元の材料で作り上げるこけしは、普通のこ
けしとは別な愛着が生まれますね」と語っていました。
　「最近では外国人のお客さんが多いので、英語のパン
フレットをつくって、配布しています」と話す本村さん。
60年の伝統とともに、松島直秀こけしは世界にもファン
を広げています。

（　）は前月比
男 7,584人（－5） 人口 15,663人（＋2）
女 8,079人（＋7） 5,508世帯（＋1）

町の人口
（H21年9月1日現在：住民基本台帳）
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▲看板の奥に見える漆喰から築 100年の重厚さを感じます

▲本村直二郎さん


